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広島大学マスターズ企画研修旅行‐台湾 

広島大学マスターズ会員 渡部和彦 

 

広島大学マスターズは、このたび新企画として、海外研修旅行を計画し実施いたしました

（訪問先：台湾、3泊 4日。2015 年 7 月 12 日（日）～7月 15 日（水））。お陰様で、旅行中

には、健康上、移動手段、買い物、宿泊ホテル等でのトラブルもなく、全員無事に研修を終

え、気持ちよく、帰国することが出来ました。 

広島大学マスターズは、発足以来、会員同士の交流の場として、総会・懇親会、酒祭り懇

親会、ウオーキング大会、講演会、名所・旧跡訪問等を行っています。このたびは、広大マ

スターズ友の会との交流も念頭に、海外研修旅行を企画した次第です。 

訪問先は、日本との関係が深く、知っているようで案外知らないことも多い台湾を選びま

した。「台湾の歴史と文化」を研修の主たる目的とし、旅行社には、単なる観光旅行ではな

く、マスターズならではの内容を組み込んでほしい旨依頼しました。応募者は、広島大学マ

スターズ会員、広大マスターズ友の会、友人等、全部で１８名でした。 

旅行行程は、広島空港（一部大阪）から、台北空港に直行便での往復でした。最初の訪問

地、高雄市には新幹線で向い、移動は専用の大型バスで市内観光をしました。翌二日目の訪

問先の目玉は、マスターズ提案の、八田與一記念区観光でした。台湾の学校では教科書でも

紹介される、優れた土木技師で、現地の地形に合った独特の設計でダムを完成させ、不毛の

地を広大な沃野に変えた功績は、現在に至るまで、広く台湾国民の尊敬を集める所以です。

そのダムは現在でも使用されています。また、記念館では当時のダム建設に関わるビデオ、

展示品、写真などを見ることができ、感慨深い有意義な訪問でした。 

八田與一の胸像（中央奥）前にて 



新幹線で、台北に移動後、「日本統治持時代の体験者の話を聞く会」を市内のレストラン

で行った。参加者の感想には、『体験者ならではの生々しいお話でした。歴史をいろいろな

角度から見る必要性を感じた。』、『日本統治の初期、台湾の衛生行政、製糖産業、インフラ

整備と農業の近代化に貢献した、後藤新平、新渡戸稲造、八田與一らに関する話を興味深く

聞いた。また、戦後の戒厳令下での苦労も聞くことができた。』等、意義ある体験談であっ

たとの評価でした（特別室の外が騒がしく、聞き取りにくかった等の反省あり）。 

 

三日目は、台北の中国文化大学で、「台湾の歴史と文化」の講演を聞く企画でした。大学

は、台北郊外の、高級住宅街が立ち並ぶ国立公園の高台にあり、実に見晴らしの良い場所で

した。中国文化大学は総合大学で、キャンパスは 4か所に分かれ、学生数は 2万 4千人との

こと。スポーツ科学・学部長の江 界山教授の案内で、屋内温水プールの施設やダンスのレ

ッスン施設などを見学の後、江教授から紹介いただいた、黄 美恵准教授（日本語学科）の

講演を特別教室で拝聴した。 

広島大学マスターズのペナントを贈呈・交換（右が江教授） 

 

講演に関する参加者からの感想を一部紹介します。 

『資料が良く整理されていた。少し親日的すぎるようにも感じた。もう少し厳しい意見

もあってよかった』。 

『スライドを交えてわかりやすく、とくに「湾生」については、「国家」の凝縮を感じた』。 

『日台の深い関係・文化・歴史など、とても興味深く見＆聞き入りました』。 

等々、初めて耳にする台湾の歴史・文化への興味と関心が深まる講演であった。 

『それにしても、可愛い人だったなあ』。との、ご感想は、皆共通のようでした。 



中国文化大学、教練科学研究所前にて（海外からの訪問団等のペナント、記念品の掲示ケース

の前で記念撮影。広島大学マスターズのペナントを贈呈・交換。後列左端が、江教授） 

 

台北市内見学では、特別に、宿泊場所の圓山ホテルの「蒋介石の秘密の地下トンネル」を

案内していただき、貴重な体験ができました。その後、全員で士林夜店を訪ね歩き、市民の

活気あふれる生活空間に触れることができました。 

最終日は、忠列祠の衛兵交替式、故宮博物館を見学するなど、各自比較的自由な時間を過

ごした後、帰国の途に着きました。予定の時刻に広島空港に無事到着後、解散しました。 

 

アンケート調査は、回収率 100％でした。次回の訪問先の希望には、アジアが一番多く、

アジア地域への関心の高さが伺えました。ヨーロッパが若干と、アメリカ、カナダ、アフリ

カが各 1名でした。このたび海外研修旅行は、マスターズとしての最初の企画でした。旅行

社の協力・支援、現地の有能なガイドや大学関係者等、皆様方のご協力のおかげで、所期の

目的をある程度達成できたと思いますが、反省点もあります。多々ご尽力いただいた原野幹

事はじめ、ご関係の皆様と相談させていただき、更に良い研修旅行を企画したい考えです。

末筆ながら今回ご参加いただいたすべての皆様方に心から深く感謝申し上げ、報告と致しま

す。 

 


